
10：20～16：30 （受付10：00～）

2026年

国立オリンピック記念青少年総合センター
センター棟 101・102　

場所

学校の教員・教育関係者、行政関係者、企業関係者、
消費者教育に関心がある方等

対象

100名（先着順）定員 無料参加費

主 催：公益財団法人消費者教育支援センター
後　援：消費者庁、文部科学省、独立行政法人国民生活センター、公益社団法人消費者関連専門家会議、
　　　　日本消費者教育学会、ESD活動支援センター
協　賛：一般財団法人パロマ環境技術開発財団

学習指導要領の改訂に向けた議論が進んでいます。

その中で示されている

「民主的で持続可能な社会の創り手」を

育成するためには、

どのような学びが必要なのでしょうか。

また、消費者教育には何ができるのでしょうか。

本シンポジウムでは、みなさんとともに考えます。

P-B10306

この印刷製品
は、環境に配慮
した資材と工場
で製造されて
います。

6月30日 火

学校教育における
消費者教育の可能性

民主的で持続可能な社会の創り手の育成とは

消費者教育シンポジウム2026



　プログラム � 　

10：20 開会あいさつ� （公財）消費者教育支援センター 理事長  田口　義明

10：30 表彰式  内閣府特命担当大臣賞等及び優秀賞2026
選考結果講評 � 選考委員長・岐阜大学副学長・日本消費者教育学会会長　　大藪　千穂

11：20 受賞代表によるプレゼンテーション

11：45 － 昼　食 －　※受賞教材の展示・情報交換

13：00 趣旨説明� 昭和女子大学大学院特命教授・（公財）消費者教育支援センター首席主任研究員　　柿野　成美

13：05 基調講演１  「これからの学校での学びはどうあるべきか？」
� 教育アドバイザー　　工藤　勇一 

13：50 基調講演２  「デジタル時代における民主的で持続可能な社会の創り手の育成とは」
� スマートニュースメディア研究所長　　山脇　岳志 

14：20 － 休　憩 －

14：30 パネルディスカッション  「民主的で持続可能な社会の創り手の育成において消費者教育には何ができるか？」

　　　　　 コーディネーター　　　　　玉川大学教育学部教授	 樋口　雅夫
　　　　　 パネリスト　 　埼玉県立三郷北高等学校家庭科教諭	 石田　実里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　教育アドバイザー	 工藤　勇一
　　　　　　　　　　　　   スマートニュースメディア研究所長	 山脇　岳志

15：25 － 休　憩 －

15：35 グループディスカッション  「これから学校で消費者教育をどう実践するか？」
	 多様な立場の参加者のみなさんとともに考えましょう

16：30 閉会 �

第 1 部 消費者教育教材資料表彰2026　表彰式

第 2 部 学校教育における消費者教育の可能性

公益財団法人消費者教育支援センター
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1丁目17番14号
　　　　　　 全国婦人会館3階
TEL：03-5466-7341（代表） FAX：03-5466-2051
https://www.consumer-education.jp

国立オリンピック記念青少年総合センター
センター棟 101・102
◇�小田急線「参宮橋」駅（新宿より
　各駅停車で2つ目）より徒歩約7分
◇�千代田線「代々木公園」駅�  

(4番出口）より徒歩約10分

案内板

首都高速
4号線

国立オリンピック記念
青少年総合センター

正門
車両出入口

案内板

案内板

歩道橋

代々木
ランプ

改札口

代々木五丁目
バス停留場

小田急線
参宮橋駅

Web：https://www.consumer-education.jp/2026sympo/ ➡
参加受付は先着順となります。お早めにWebまたはFAXでお申込みください。

教育アドバイザー
工藤　勇一
東京理科大学卒業
後、公立学校教員
や教育委員会での
勤務を経て、麹町
中学校校長（2014
〜2020年）として従来の常識にとらわれ
ない学校改革を実践し、生徒主体の学び
を全国に発信し注目を集めた。現在は内
閣府規制改革推進会議専門委員をはじめ
複数の教育機関でアドバイザーを務める
など、日本の教育改革を牽引。著書に『子
どもたちに民主主義を教えよう』（苫野一
徳との共著）など多数。

玉川大学教育学部教授
樋口　雅夫
広島経済大学講師、文部科学省教科調査官、
国立教育政策研究所教育課程調査官等を経
て、2018年から現職。文部科学省在職時には
高等学校公民科の必修科目「公共」の新設に携
わった。現在、文部科学省消費者教育推進委員会委員、消費者教
育アドバイザーを務めている。

埼玉県立三郷北高等学校家庭科教諭
石田　実里
消費者教育分野での実践と研究に取り組み、
令和2～3年度に埼玉県消費生活支援セン
ター研修生として研鑽を積む。文部科学省主
催の消費者フェスタや国民生活センターの全
国消費者フォーラムにも登壇、実践的な消費者・金融教育の普及
に取り組む。

　講師紹介
スマートニュース
メディア研究所長
山脇　岳志
1964年兵庫県出
身。京都大学法学
部卒業後、朝日新
聞社に入社。経済
部記者、オックスフォード大客員研究員、
ワシントン特派員、論説委員、GLOBE編
集長、アメリカ総局長、編集委員などを歴
任。2022年4月から現職。立教大学社会
学部客員教授を兼務。2025年より文部
科学省中央教育審議会専門委員。著書に

「SNS時代のメディアリテラシー」（筑摩書
房）など。

申込方法


